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史
料
紹
介

　
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
『
鈴
木
文
書
』
に
つ
い
て横　

木　
　
　

剛　

・　

原　
　
　

直　

史

一
、
廻
船
問
屋
「
大
上
」
小
川
屋
長
右
衛
門
と
鈴
木
文
書

　

本
稿
は
、
近
世
か
ら
近
代
の
新
潟
湊
に
お
い
て
廻
船
問
屋
を
営
ん
で
い
た

小
川
屋
鈴
木
家
に
伝
え
ら
れ
た
文
書
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
小
川
屋
は

屋
号
に
「
大
上
」（
だ
い
じ
ょ
う
）
を
記
し
、
家
督
名
は
長
右
衛
門
を
名
乗

る
商
家
で
、
新
潟
町
の
大
川
前
六
の
町
（
現
在
の
新
潟
市
中
央
区
上
大
川
前

通
九
）
に
店
を
構
え
て
い
た
。
す
で
に
寛
永
十
九
（
一
六
四
二
）
年
に
は
、

廻
船
へ
の
米
荷
積
込
み
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（
１
）ほ
か
、

今
回
紹
介
す
る
史
料
等
か
ら
、
近
世
中
期
に
は
廻
船
問
屋
と
し
て
活
発
な
商

業
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
明
治
時
代
後
半
ま
で
そ
れ
は
続

い
て
い
る（
２
）。

　

ま
た
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
家
督
を
継
い
だ
鈴
木
長
蔵
は
、
近
代

化
政
策
が
進
む
新
潟
に
様
々
な
事
業
を
興
す
と
と
も
に
公
職
を
歴
任
し
、
明

治
二
十
四
年
か
ら
は
新
潟
市
長
も
務
め
た
。
在
任
期
間
は
八
年
間
で
、
新
潟

の
故
事
を
最
も
よ
く
知
る
人
物
と
い
わ
れ
た（
３
）。

　
『
鈴
木
文
書
』
は
、
小
川
屋
鈴
木
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
文
書
を
明
治
三
十

年
代
に
謄
写
し
た
も
の
で
、
現
在
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
架
蔵
さ
れ
て

い
る
。
美
濃
判
全
十
三
丁
の
謄
写
本
で
、
表
紙
に
「
鈴
木
文
書
」
と
記
し
た

題
簽
が
付
さ
れ
て
い
る（
４
）。

　

こ
の
謄
写
本
の
成
立
経
緯
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治

三
十
（
一
八
九
七
）
年
、
帝
国
大
学
の
史
料
編
纂
掛
は
三
上
参
次
と
山
縣
昌

蔵
に
新
潟
県
か
ら
北
陸
、京
都
へ
と
巡
回
す
る
史
料
収
集
の
出
張
を
命
じ
た
。

新
潟
市
で
は
先
ず
県
庁
を
訪
問
し
て
県
下
巡
回
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
翌

日
に
は
新
潟
市
長
の
鈴
木
長
蔵
と
面
会
し
旧
幕
時
代
の
抜
荷
の
状
況
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
し
て
い
る（
５
）。
そ
の
際
に
関
連
文
書
と
し
て
借
り
出
さ
れ

た
も
の
が
、
天
保
期
に
新
潟
湊
で
発
生
し
た
唐
物
抜
荷
事
件（
６
）に
連
座
し

た
小
川
屋
と
加
賀
屋（
７
）の
文
書
で
あ
っ
た（
８
）。
史
料
の
収
集
に
あ
っ
て
は
、

所
蔵
者
か
ら
持
参
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
提
出
し

た
側
で
文
書
の
取
捨
選
択
が
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
小
川
屋
鈴
木
家
か

ら
は
全
部
で
六
通
の
文
書
が
謄
写
さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
在
の
謄
写
本
『
鈴
木

文
書
』
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
鈴
木
文
書
の
原
本
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

二
、
史
料
の
内
容
に
つ
い
て

　
【
史
料
１
】
は
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
、小
川
屋
が
新
発
田
藩
に
「
助

力
」
を
求
め
た
嘆
願
書
で
あ
る
。
小
川
屋
の
召
仕
七
兵
衛
が
述
べ
る
に
は
、

小
川
屋
は
先
祖
の
代
に
は
新
潟
町
に
お
い
て
新
発
田
藩
の
蔵
宿
を
務
め
、

十
八
世
紀
前
半
に
は
御
用
達
と
し
て
藩
の
財
政
運
営
に
貢
献
を
し
て
き
た
。

し
か
し
そ
の
隆
盛
も
十
八
世
紀
半
ば
頃
か
ら
陰
り
が
見
ら
れ
、
こ
の
嘆
願
書

が
書
か
れ
た
天
保
期
に
は
凶
作
と
抜
荷
事
件
へ
の
連
座
で
非
常
に
苦
し
い
状
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宮
・
芦
屋
の
両
名
は
こ
の
時
期
地
方
支
配
に
関
わ
っ
た
藩
士
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る（
14
）。

　

本
史
料
は
収
穫
前
四
月
の
時
点
で
そ
の
年
の
「
家
中
米
」
を
担
保
に
藩
が

融
資
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
藩
が
前
面
に
立
た
ず
、
大
庄
屋
た
ち
が
差

出
人
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
小
川
屋
を
含
む
新
潟
町
の
廻

船
問
屋
は
取
次
と
し
て
の
位
置
に
あ
る
の
で
、
金
主
は
江
戸
の
両
人
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
既
に
『
新
潟
市
史
資
料
編
２　

近
世
Ⅰ
』
に
翻
刻
掲
載
さ
れ
て
い
る（
15
）。

　
【
史
料
４
】
は
【
史
料
３
】
と
同
年
同
月
付
の
史
料
で
、
村
上
藩
が
「
先

納
金
」
の
形
で
年
貢
米
担
保
の
融
資
を
得
た
際
の
も
の
で
あ
る
。【
史
料
３
】

と
異
な
り
、
藩
役
人
が
直
接
差
出
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
小
川
屋
鈴
木
長

右
衛
門
が
単
独
で
千
百
両
の
金
主
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
と
し
て

指
摘
で
き
る
。【
史
料
３
】
に
「
家
中
米
」
と
あ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
考
え

る
と
、【
史
料
３
】
は
家
中
に
支
給
さ
れ
た
俸
禄
米
の
換
金
、【
史
料
４
】
は

蔵
入
地
年
貢
の
換
金
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ

う
。

　
【
史
料
５
】
は
享
保
二
十
一
（
一
七
三
六
）
年
三
月
付
の
預
り
金
証
文
で
、

新
発
田
城
下
の
町
人
が
差
出
人
で
あ
る
が
、「
地
頭
要
用
ニ
付
」
と
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
新
発
田
藩
へ
の
融
資

で
、
こ
れ
も
ま
た
年
貢
米
を
担
保
と
し
て
い
る
。
奥
書
の
四
名
は
い
ず
れ
も

新
発
田
藩
士
で
、里
村
次
兵
衛
（
伴
英
）
は
勝
手
方
担
当
の
仕
置
役
（
家
老
）、

山
庄
小
左
衛
門
（
成
昌
）
は
中
老
、
加
藤
友
左
衛
門
（
時
公
）
は
武
頭
、
三

浦
四
兵
衛
（
清
乗
）
は
元
〆
役
で
あ
っ
た（
16
）。

　

こ
の
史
料
で
特
徴
的
な
の
は
金
主
の
あ
り
方
で
、
丹
後
由
良
（
現
京
都
府

宮
津
市
）、
越
前
三
国
（
現
福
井
県
坂
井
市
）
の
商
人
が
金
主
と
な
り
、
新

況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
「
助
力
」
と
は
具
体
的
に
は
拝
借
金
等
で
あ
ろ

う
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
【
史
料
２
】
は
、【
史
料
１
】
に
記
さ
れ
る
苦
境
を
も
た
ら
し
た
抜
荷
事
件

へ
の
連
座
に
関
わ
り
採
録
さ
れ
た
も
の
で
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
二

月
に
出
さ
れ
た
裁
許
状
の
写
し
で
あ
る
。
こ
の
時
裁
許
に
至
っ
た
い
わ
ゆ
る

第
二
次
抜
荷
事
件
に
は
さ
ら
に
多
く
の
者
が
関
与
し
て
い
た（
９
）こ
と
か
ら
、

こ
れ
は
長
文
の
裁
許
状
か
ら
小
川
屋
に
関
わ
る
部
分
を
抜
き
書
き
し
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
口
銭
・
蔵
敷
取
り
上
げ
の
う
え
過
料
の
処
罰
を
受
け
た
人

物
は
金
右
衛
門
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
人
物
は
小
川
屋
長
右
衛
門
と
同
一

人
物
で
あ
る（
10
）。
当
時
の
当
主
が
金
右
衛
門
と
世
襲
名
の
長
右
衛
門
と
を

使
い
分
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
【
史
料
３
】
は
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
四
月
に
作
成
さ
れ
た
村
上
藩
の

預
り
金
手
形
で
あ
る
。
当
時
の
村
上
藩
で
は
、
前
年
に
藩
主
本
多
忠
孝
が

十
二
歳
で
死
去
し
、
分
家
の
忠
良
が
継
承
し
た
が
、
十
五
万
石
の
領
地
が

五
万
石
に
減
知
さ
れ
、
厳
し
い
財
政
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
当
史
料
の
背

景
と
し
て
注
目
さ
れ
る（
11
）。

　

差
出
人
の
冨
取
以
下
は
蒲
原
郡
内
の
村
上
藩
領
の
大
庄
屋
た
ち
で
、
冨
取

は
地
蔵
堂
組
、
宮
嶋
は
三
条
組
、
小
林
九
右
衛
門
は
一
ノ
木
戸
組
、
樋
口
は

燕
組
、
小
林
弥
惣
左
衛
門
は
打
越
組
、
曽
山
は
釣
寄
組
、
関
根
は
茨
曽
根
組
、

笹
川
は
味
方
組
の
そ
れ
ぞ
れ
大
庄
屋
で
あ
る（
12
）。
最
初
の
宛
所
で
あ
る
丸

屋
久
右
衛
門
と
鎌
倉
屋
市
左
衛
門
は
、
江
戸
で
米
な
ど
を
扱
う
荷
受
問
屋
で

あ
っ
た
「
諸
問
屋
」
の
一
員
で
あ
る（
13
）。
取
次
と
な
っ
て
い
る
新
潟
町
の

五
人
は
廻
船
大
問
屋
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
中
に
小
川
屋
鈴
木
長
右
衛
門

が
含
ま
れ
て
い
る
。
裏
書
の
七
名
は
村
上
藩
士
と
思
わ
れ
、
少
な
く
と
も
雨
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三
、
史
料
翻
刻

　
［
凡
例
］

１　

史
料
に
は
文
書
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

２　

適
宜
読
点
、
並
列
点
を
付
し
た
。

３　

漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
助
字
の
而
・
江
・
者
・
与

な
ど
、
合
字
の
ゟ
は
そ
の
ま
ま
用
い
、
他
の
変
体
仮
名
は
現
行
の
仮
名
に

改
め
た
。

４　

敬
意
を
示
す
欠
字
や
平
出
は
原
文
通
り
と
し
た
。

５　

謄
写
時
の
誤
り
を
行
間
で
修
正
し
て
い
る
部
分
は
、
正
さ
れ
て
い
る
も

の
を
記
し
た
。
な
お
朱
書
で
修
正
し
て
い
る
部
分
は
「　

」
で
括
り
（
朱

書
）
と
記
し
た
。

６　

宛
字
な
ど
は
原
文
の
通
り
と
し
た
が
、明
ら
か
な
誤
記
は
行
間
に
（　

）

で
正
し
い
文
字
を
付
し
た
。
疑
義
の
あ
る
部
分
は
（
マ
マ
）
と
し
た
。

７　

花
押
や
印
の
形
が
謄
写
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、（
花
押
影
）（
印
影
）
で

示
し
た
。

８　

罫
で
囲
ん
だ
裏
書
と
の
表
記
は
、
原
文
書
の
裏
書
部
分
を
示
し
た
謄

写
本
中
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
史
料
１
】

　
　
　

乍
恐
以
書
付
御
歎
願
奉
申
上
候

越
後
国
蒲
原
郡
新
潟
町
小
川
屋
長
右
衛
門
代
召
仕
七
兵
衛
奉
申
上
候
、
往
昔

御
領
中
御
収
納
米
新
潟
湊
江
御
川
下
ケ
被
為
遊
候
砌
、
右
長
右
衛
門
先
祖
代

御
米
御
蔵
宿
被　

仰
付
罷
在
、
其
頃
ゟ
当
長
右
衛
門
迄
数
代
御
扶
持
方
頂
戴

罷
在
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
処
享
保
・
元
文
之
度
御
用
達
被

　

仰
付
難
有
奉
御
請
、
米
金
調
達
方
御
用
無
恙
相
勤
罷
在
、
既
寛
保
元
酉
年

潟
の
小
川
屋
長
右
衛
門
が
取
次
の
宿
と
な
っ
て
い
る
。
由
良
も
三
国
も
廻
船

が
出
入
り
す
る
湊
町
で
あ
る
。

　
【
史
料
６
】
は
同
年
（
四
月
に
元
文
と
改
元
）
十
二
月
に
同
じ
新
発
田
城

下
の
大
野
屋
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
預
り
金
証
文
で
あ
る
。
米
や
蠟
な
ど
に
よ

る
詳
細
な
返
済
の
予
定
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
小
川
屋

鈴
木
長
右
衛
門
と
分
家
か
と
も
思
わ
れ
る
小
川
屋
何
七
が
宛
所
と
な
っ
て
い

る
が
、「
御
旅
人
方
御
引
請
之
金
子
」
と
い
う
表
現
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
に

実
質
的
金
主
が
い
る
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
藩
士
の
奥
書
は
な
い
が
、

大
野
屋
の
肩
書
か
ら
判
断
し
て
藩
へ
の
融
資
と
み
て
よ
い
。

　

新
発
田
藩
は
新
潟
町
の
対
岸
沼
垂
町
に
蔵
所
を
設
け
て
い
た
が
、
こ
の
よ

う
に
新
潟
町
の
廻
船
問
屋
を
蔵
宿
と
し
年
貢
米
担
保
の
金
融
に
関
与
さ
せ
て

い
た
。
小
川
屋
に
つ
い
て
は
す
で
に
【
史
料
３
】【
史
料
４
】
の
村
上
藩
の

事
例
と
同
じ
宝
永
七
年
に
、
大
津
や
大
坂
、
会
津
な
ど
の
金
主
か
ら
新
発
田

藩
へ
の
融
資
を
、
小
川
屋
長
右
衛
門
を
取
次
と
し
て
取
り
付
け
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る（
17
）。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
一
連
の
文
書
は
、
抜
荷
事
件
の
史
料
調

査
と
い
う
目
的
に
即
し
て
【
史
料
１
】【
史
料
２
】
が
持
ち
出
さ
れ
、【
史
料

１
】
で
示
さ
れ
た
小
川
屋
の
過
去
の
領
主
金
融
と
い
う
主
題
に
沿
っ
て
【
史

料
３
】以
下
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

小
川
屋
の
盛
衰
や
抜
荷
事
件
に
つ
い
て
の
知
見
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
近
世

中
期
に
お
け
る
新
潟
湊
を
介
し
た
領
主
金
融
の
様
々
な
パ
タ
ー
ン
を
、
と
り

わ
け
日
本
海
を
舞
台
と
し
た
米
穀
流
通
の
構
造
の
中
で
理
解
す
る
た
め
の
、

好
素
材
を
提
示
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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候
ゟ
、差
添
役
人
親
類
共
等
之
失
墜
都
而
長
右
衛
門
ゟ
可
差
出
入
用
不
容
易
、

当
節
抔
ハ
宿
払
等
ニ
も
差
支
候
体
ニ
而
、
弥
増
難
渋
相
嵩
必
至
当
惑
仕
候
、

依
之
不
奉
顧
恐
も
於
御
当
地
旧
来
之　

御
仁
恵
ニ
縋
奉
歎
願
候
、
何
卒
出
格

之
以
御
憐
愍
前
文
数
代
所
持
之
御
証
文
類
返
上
納
仕
度
心
事
、
加
之
極
々
難

渋
陥
窮
迫
退
転
之
外
無
之
時
日
被
為
聞
召
訳
、
幾
重
ニ
も
御
救
助
被
為
仰
付

被
下
置
候
ハ
ヽ
、
莫
大
之　
　

御
高
恩
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

天
保
十
二
丑
年
十
月

溝
口
主
膳
正
様

　
　

御
勘
定
所

　
　
　

御
役
人
中
様

【
史
料
２
】

　
　
　

御
裁
許
之
写

一　

金
右
衛
門
・
七
左
衛
門
・
伝
七
儀
、
唐
物
売
買
之
儀
ニ
付
而
者
兼
而
御

触
茂
有
之
処
、
金
右
衛
門
者
肥
前
国
長
崎
東
仲
町
粂
吉
外
弐
人
、
七
左
衛

門
者
同
所
榎
津
町
宗
四
郎
忰
宗
次
郎
外
壱
人
、
伝
七
ハ
長（

崎州

藤）

曲
浦
直
乗

船
頭
吉
郎
右
衛
門
越
唐
薬
種
類
等
、
右
粂
吉
其
外
之
も
の
ヲ
も
手
板
定
法

ニ
背
候
及
取
計
候
次
第
ハ
不
相
弁
候
と
も
、
其
余
無
手
板
之
分
ハ
如
何
之

品
与
乍
心
付
、
何
れ
も
手
板
付
慥
成
品
之
由
ヲ
以
同
湊
専
助
其
外
之
も
の

越
後
国
新
潟
町

　
　
　
小
川
屋

　
　
　
　
　

長
右
衛
門
代

　
　
　
　
　
　
　
召
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
兵
衛
（
印
影
）

加
山
御
蔵
米
弐
百
五
拾
石
被
下
置
候
得
共
、
延
享
之
頃
ゟ
追
々
身
上
向
不
如

意
ニ
相
成
候
ニ
付
、
無
余
義
金
弐
百
両
奉
拝
借
、
尤
先
々
御
用
達
之
分
御
下

ケ
金
ニ
不
拘
五
ヶ
年
賦
上
納
願
之
通
被
仰
付
、則
御
年
限
之
通
不
残
返
納
仕
、

右
様
奉
蒙　

御
懇
命
、
家
業
相
続
仕
来
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ニ
去
ル
午
年

以
来
凶
作
打
続
、
米
価
高
直
ニ
而
世
上
一
同
難
渋
仕
候
内
、
別
而
新
潟
之
儀

者
田
禄
所
持
之
者
一
切
無
之
土
地
柄
ニ
而
、
諸
廻
船
運
送
出
入
之
利
潤
ヲ
以

渡
世
仕
候
而
已
、
取
分
長
右
衛
門
儀
者
廻
船
問
屋
家
業
ニ
御
座
候
得
者
、
右

体
之
年
柄
故
穀
類
積
入
候
客
船
入
津
不
仕
、
旁
以
次
第
ニ
窮
迫
罷
成
候
間
、

去
子
年
四
月
中
、
右
長
右
衛
門
親
長
右
衛
門
義
、
御
城
下
新
発
田
表
江
罷
出
、

先
祖
代
々
ゟ
奉
蒙　

御
恩
沢
候
難
有
手
続
申
立
御
歎
願
中
、
同
年
七
月
親
長

右
衛
門
病
死
仕
候
ニ
付
、
猶
又
身
帯
向
行
立
兼
、
当
長
右
衛
門
再
願
仕
罷
在

候
得
共
、
御
評
儀
中
之
趣
を
以
御
沙
汰
茂
無
御
座
、
勿
論
長
右
衛
門
義
先
年

御
用
達
相
勤
候
時
代
、
重
キ
御
役
人
様
方
御
印
紙
之
御
証
文
等
数
本
御
渡
被

置
数
代
所
持
罷
在
候
義
も
乍
恐
心
懸
り
ニ
奉
存
、
右
御
証
文
類
返
上
納
可
仕

心
組
ニ
而
取
調
居
候
処
、
当
六
月
中

御
公
儀
様
御
取
締
御
出
役
様
新
潟
表
江
御
下
向
之
上
、
商
人
共
不
正
之
唐
薬

種
類
取
扱
候
趣
ニ
而
多
人
数
御
召
捕
御
座
候
内
、
私
方
客
船
去
ル
戌
年
中
長

崎
表
ゟ
唐
薬
種
類
積
下
り
候
ニ
付
売
捌
申
候
、
尤
右
品
々
ハ
不
残
彼
地
改
所

手
板
印
鑑
相
添
有
之
儀
故
、
慥
成
品
ニ
而
紛
敷
も
の
ニ
ハ
無
之
趣
申
上
候
得

共
、
聊
御
不
審
之
廉
有
之
、
長
右
衛
門
義
御
手
宛
ニ
而
出
府
、
梶
野
土
佐
守

様
ニ
お
ゐ
て
一
旦
入
牢
被
仰
付
候
得
共
、
元
来
抜
荷
不
正
之
品
ニ
無
之
段
一

通
り
申
訳
相
立
、
早
速
出
牢
、
御
取
調
中
手
鎖
御
掛
江
戸
宿
馬
喰
町
三
町
目

升
屋
三
右
衛
門
方
へ
御
預
ケ
ニ
相
成
居
、
前
書
奉
申
上
候
通
近
来
渡
世
向
不

融
通
ニ
罷
成
候
上
、
右
様
不
慮
之
変
難
ニ
而
、
素
々
私
方
ゟ
廻
船
問
屋
事
起

多
人
数
之
商
人
共
引
合
ニ
罷
出
出
府
罷
在
候
儀
ニ
而
、
右
之
諸
雑
用
与
荷
遣
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前
書
之
金
子
壱
ヶ
月
金
百
両
ニ
付
壱
両
壱
歩
宛
加
利
足
、
元
利
共
相
渡
可
申

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
取
武
左
衛
門　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
嶋
六
助　
　
　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
九
右
衛
門　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
加
兵
衛　
　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
弥
惣
左
衛
門　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
山
市
太
夫　
　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
三
郎
右
衛
門　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
川
七
左
衛
門　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　

取
次
新
潟
町

　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
仲
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　

吉
川
次
郎
九
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
長
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　

北
村
弥
惣
次
殿

　
　
　
　
　
　
　

平
田
喜
右
衛
門
殿

裏
書

　
�

表
書
之
通
承
届
令
裏
判
候
上
者
、
中
務
大
輔
先
納
金
同
事
ニ
冬
払
之
節
無

相
違
米
ニ
而
成
共
金
子
ニ
而
成
共
勝
手
次
第
相
渡
シ
可
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田
作
太
夫　
　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
半
右
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
津
半
兵
衛　
　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狛
弥
五
左
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

へ
売
払（

マ
マ
）

捌
之
世
話
致
、
金
右
衛
門
ハ
其
身
も
買
受
、
一
同
口
銭
蔵
敷
貰
受

候
始
末
不
埒
ニ
付
、
金
右
衛
門
者
売
払
候
代
金
并
口
銭
蔵
敷
御
取
上
ケ
、

其
身
上
ニ
応
し
過
料
、
七
左
衛
門
・
伝
七
ハ
口
銭
蔵
敷
御
取
上
ケ
両
人
共

過
料
銭
拾
貫
文
ヅ
ヽ
被
仰
付
候

　
　
　

天
保
十
四
卯
二
月
廿
八
日

【
史
料
３
】

　
　
　

預
り
申
米
前
代
金
之
事

　

合
金
千
三
百
八
拾
両
也

右
者
本
多
中
務
大
輔
家
中
米
当
冬
払
前
代
金
と
し
て
慥
預
り
申
所
実
正
也
、

当
寅
ノ
十
月
於
新
潟
村
上
米
壱
番
直
段
を
以
成
共
金
子
ニ
而
成
と
も
、
其
許

勝
手
次
第
無
異
儀
相
渡
可
申
候
、
尤
其
外
如
何
様
之
儀
出
来
候
と
も
、
米
代

金
に
て
預
り
申
上
者
少
茂
相
違
申
間
敷
候
、
為
後
日
証
文
仍
如
件

　
　

宝
永
七
年
寅
四
月　
　
　
　

冨
取
武
左
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
嶋
六
助　
　
　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
九
右
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口
加
兵
衛　
　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
弥
惣
左
衛
門　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
山
市
太
夫　
　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
三
郎
右
衛
門　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
川
七
左
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　

江
戸
船
町

　
　
　
　
　
　
　

丸
屋
久
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　

同
所

　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉
屋
市
左
衛
門
殿
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雨
宮
元
右
衛
門　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
屋
金
左
衛
門　
　
（
印
影
）

【
史
料
５
】

　
　
　

預
り
申
金
子
之
事

　

合
金
千
百
四
拾
両
ハ　
　
　
　

但
上
小
判
也

右
之
金
子
此
度
地
頭
要
用
ニ
付
各
江
御
才
覚
相
頼
、慥
ニ
預
り
申
所
実
正
也
、

則
来
ル
九
月
晦
日
限
急
度
返
済
可
致
候
、
右
金
子
為
引
宛
新
発
田
蔵
米
七
千

俵
九
月
中
旬
ゟ
川
下
致
右
江
相
渡
置
、
売
立
代
金
ヲ
以
右
借
用
金
差
引
可
仕

候
、
勿
論
右
引
宛
米
当
秋
直
段
ニ
ゟ
増
減
可
致
候
、
万
一
約
諾
之
通
引
宛
川

下
米
及
遅
滞
候
ハ
ゝ
、
地
頭
領
分
之
内
何
レ
之
組
ゟ
沼
垂
江
相
納
候
蔵
米
川

船
何
方
之
場
所
ニ
而
成
共
御
押
取
可
被
成
候
、
在
中
庄
屋
組
頭
百
姓
并
ニ
川

船
受
負
之
者
何
角
ト
申
候
ハ
ゝ
、
我
々
立
会
少
茂
無
相
違
定
之
通
引
宛
米
急

度
相
渡
可
申
候
、
其
外
縦
如
何
様
儀
有
之
候
共
於
此
金
子
ニ
毛
頭
相
違
仕
間

敷
候
、
為
後
日
之
金
子
預
り
証
文
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

享
保
弐
拾
壱
年
辰
三
月

　
　
　
　
　
　

金
主
丹
後
由
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
屋
惣
兵
衛
殿

新
発
田
町

　
　
金
子
預
り
主

　
　
　
　

大
野
屋
九
兵
衛　
（
印
影
）

　
　
請
人

　
　
　
　

斎
藤
加
兵
衛　
　
（
印
影
）

　
　
同
断

　
　
　
　

中
村
藤
蔵　
　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
原
彦
兵
衛　
　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
宮
元
右
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
屋
金
左
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

【
史
料
４
】

　
　
　

預
り
申
先
納
金
之
事

　

金
千
百
両
也

右
者
村
上
為
用
金
慥
請
取
預
り
申
所
実
正
也
、
於
新
潟
来
ル
十
一
月
冬
払
米

一
番
直
段
を
以
勘
定
、
右
之
金
高
程
米
配
府
相
渡
可
申
候
、
縦
所
替
其
他
何

様
之
儀
出
来
候
共
、
冬
払
米
之
為
先
納
請
取
預
り
申
上
者
少
茂
遅
滞
申
間
鋪

候
、
為
後
日
仍
而
如
件

　

宝
永
七
年
寅
四
月　
　
　
　
　

飯
田
作
太
夫　
　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
津
半
兵
衛　
　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
半
右
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
宮
元
右
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
屋
金
左
衛
門　
　
（
印
影
）（
花
押
影
）

　
　
　
　
　
　

鈴
木
長
右
衛
門
殿

前
書
之
金
子
ハ
元
金
百
両
ニ
壱
ヶ
月
金
壱
両
壱
歩
之
利
足
と
相
定
申
候
、
来

ル
十
一
月
迄
九
ヶ
月
之
加
利
足
相
渡
可
申
候
、
若
十
一
月
相
延
極
月
冬
払
米

有
之
候
者
、
右
之
月
勘
定
ニ
而
元
利
共
相
渡
可
申
候
、
少
茂
相
違
申
間
鋪
候
、

為
其
奥
書
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田
作
太
夫　
　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
津
半
兵
衛　
　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
半
右
衛
門　
　
（
印
影
）



―  　―

東京大学史料編纂所架蔵『鈴木文書』について

39

　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

六
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
屋
源
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
屋
久
五
郎
殿

　
　
　
　
　
「

（
朱
書
）同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

升
屋
市
右
衛
門
殿
」

　
　
　
　
　
　

同
越
前
三
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
屋
吉
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　

取
次
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
屋
長
右
衛
門
殿

裏
書

表
書
之
通
承
届
候
、
返
済
相
違
無
之
候
、
已
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里
村
次
兵
衛　
　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
庄
小
左
衛
門　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
友
左
衛
門　
（
印
影
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
四
兵
衛　
　
（
印
影
）

【
史
料
６
】

　
　
　
　

預
り
申
金
子
之
事

　

一　

金
千
六
百
五
拾
両
者　
　
　
　

文
之
字
金
也

　
　
　
　

但
享
保
金
千
両
分

右
之
金
子
慥
預
り
申
処
実
正
御
座
候
、
尤
右
之
内
来
春
享
保
金
四
百
両
代
米

弐
千
百
俵
相
渡
可
申
候
、
弐
百
両
者
御
蝋
引
宛
ニ
而
預
り
置
申
候
、
相
残

四
百
両
者
来
夏
中
ニ
急
度
指
引
相
立
可
申
候
、
尤
御
蝋
引
宛
享
保
金
弐
百
両

夏
中
返
済
享
保
金
四
百
両
共
ニ
、
来
巳
之
正
月
ゟ
壱
ヶ
月
百
両
ニ
弐
両
宛
之

利
足
を
加
へ
急
度
勘
定
可
致
候
、
私
方
ゟ
入
金
入
米
共
ニ
御
座
候
得
者
、　

御
上
何
様
成
ル
儀
御
座
候
共
、
無
滞
勘
定
可
致
候
、
御
旅
人
方
御
引
請
之
金

子
ニ
御
座
候
得
者
、
少
茂
無
相
違
勘
定
可
致
候
、
為
後
日
之
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
発
田
米
支
配
人

　

元
文
元
辰
年
十
二
月　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
九
兵
衛　
（
印
影
）

　
　
　
　
　

鈴
木
長
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　

小
川
屋
何
七
殿

【
付
記
】

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
杉
山
巖
氏
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
史
料
収
集
の
経
緯
や
関
連
史
料
に
つ
い
て
詳
細
に
ご

教
示
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
はJSPS

科
研
費15K

02862

の
助
成
を
得
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

註（
１
）　

寛
永
十
九
年
「
積
渡
ス
米
之
事
」（
新
潟
県
編
『
新
潟
県
史 

資
料
編

10 
近
世
五 

流
通
編
』
新
潟
県
、
一
九
八
四
年
、
二
九
頁
）
な
ど
。

（
２
）　

川
崎
源
太
郎
『
北
越
商
工
便
覧
』（
一
八
八
九
年
）
で
は
廻
船
問
屋
鈴

木
長
蔵
の
広
告
が
あ
り
、
近
世
か
ら
近
代
に
わ
た
り
新
潟
を
代
表
す

る
廻
船
問
屋
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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（
３
）　

新
潟
市
役
所
編
『
新
潟
市
史　

下
巻
』（
一
九
三
四
年
）、
八
七
三
～

七
五
頁
。

（
４
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
、
謄
写
本
『
鈴
木
文
書
』、
請
求
記
号

二
〇
七
一
．
四
一
―
七
。

（
５
）　

山
縣
文
哉
「
史
家
の
旅
衣
（
其
五
）」（『
歴
史
地
理
』
第
六
巻
第
七
号
、

一
九
〇
四
年
）。
な
お
「
文
哉
」
は
山
縣
昌
蔵
の
号
で
あ
る
。

（
６
）　

唐
物
抜
荷
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
新
潟
市
史
編
さ
ん
近
世
史
部

会
編
『
新
潟
市
史 
通
史
編
２ 

近
世
（
下
）』（
新
潟
市
、一
九
九
七
年
）、

三
八
八
～
九
一
頁
、
ま
た
中
野
三
義
『
新
潟
奉
行
川
村
修
就
の
治
政

の
総
合
的
研
究　

新
潟
湊
の
天
保
改
革
』（
松
美
台
書
房
、
二
〇
一
五

年
）
二
二
～
二
九
頁
参
照
。

（
７
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
、
謄
写
本
『
沢
野
氏
旧
記
』、
請
求
記
号

二
〇
七
五
―
一
〇
四
〇
。

（
８
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
、
貴
重
書
『
史
料
蒐
集
復
命
書
』、
請
求

記
号
〇
一
七
〇
―
一
第
八
冊
。

（
９
）　

前
掲
注
６
中
野
書
に
紹
介
さ
れ
た
裁
許
に
よ
れ
ば
、
処
罰
を
受
け
た

者
は
一
〇
一
名
に
及
ぶ
。

（
10
）　

前
掲
注
７
『
沢
野
氏
旧
記
』
に
は
唐
物
抜
荷
事
件
の
裁
許
に
至
る
詳

細
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
小
川
屋
金
右
衛
門
の

動
静
と
、
本
稿
【
史
料
１
】
の
小
川
屋
長
右
衛
門
の
動
静
は
一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
両
名
は
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
11
）　

村
上
市
編
『
村
上
市
史　

通
史
編
２
近
世
』（
村
上
市
、二
〇
〇
九
年
）

一
〇
二
頁
。

（
12
）　

宝
永
七
年
「
村
上
御
領
分
高
並
郷
村
付
」（
村
上
市
編
『
村
上
市
史　

資
料
編
２
近
世
一
』
村
上
市
、
一
九
九
二
年
、
五
〇
八
～
二
三
頁
）。

な
お
、
同
史
料
で
は
宮
嶋
は
弥
五
兵
衛
、
曽
山
は
六
右
衛
門
を
名
乗
っ

て
い
る
が
、
同
一
家
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。

（
13
）　

元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
「
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
」（
国
文
学
研
究

資
料
館
「
新
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
）。
な
お
同
書
で

丸
屋
・
鎌
倉
屋
は
舟
町
（
小
舟
町
）
で
は
な
く
伊
勢
町
居
住
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
荷
受
問
屋
と
し
て
の
鎌
倉
屋
の
活
動
に
つ
い
て
は
林

玲
子
『
江
戸
問
屋
仲
間
の
研
究
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
七
年
）

に
詳
し
い
。

（
14
）　

宝
永
二
年「（
中
条
組
大
庄
屋
宛
野
地
開
作
宛
行
状
）」（
村
上
市
編『
村

上
市
史　

資
料
編
２
近
世
一
』
村
上
市
、
一
九
九
二
年
、
五
〇
八
頁
）

な
ど
。

（
15
）　

新
潟
市
史
編
さ
ん
近
世
史
部
会
編
『
新
潟
市
史 

資
料
編
２ 

近
世
Ⅰ
』

（
新
潟
市
、
一
九
九
〇
年
）
四
二
五
頁
。

（
16
）　
「
世
臣
譜
」（
新
発
田
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
発
田
市
史
資
料
第
二

巻　

新
発
田
藩
史
料
（
２
）
藩
臣
篇
』
新
発
田
市
史
刊
行
事
務
局
、

一
九
六
五
年
）、新
発
田
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
発
田
市
史　

上
巻
』

（
新
発
田
市
、
一
九
七
〇
年
）
等
に
よ
る
。

（
17
）　

前
掲
『
新
発
田
市
史　

上
巻
』
三
三
七
頁
、「
御
用
度
金
御
証
文
（
写
）」

（
新
発
田
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
発
田
市
史
資
料
第
四
巻　

近
世
庶

民
史
料
（
上
）』
新
発
田
市
史
刊
行
事
務
局
、
一
九
六
八
年
、
八
四
～

一
一
三
頁
）。


